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開催要領

令和８年度

令和時代の計画行政
～人口減少に適合した自治体計画を先駆的な参加手法で創るために～

　令和時代に入り本格的な人口減少が進行する中で、まちを賢く縮小する「スマート・シュリンク」
を進めるなど、環境の変換に対応する自治体計画が求められています。また、その策定プロセス
では、人口や財政フレーム・福祉サービス等について的確な将来推計を行うとともに、ミニパブ
リックスやフューチャーデザインなどの先駆的な参加手法により、市民間の熟議と合意形成を図
ることが不可欠です。
　本研修では、全庁的な職員参加や新たな市民参加の手法、さらにコンパクトシティやウォーカ
ブルな健康都市を目指す総合計画のレクチャーを踏まえて、最新の計画行政の理論と実践につ
いて学び、参加自治体の計画と政策の改革につながる実践的知見を深めます。

日　　程 令和8年5月20日（水）～5月22日（金）（3日間）
場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 企画・計画・まちづくり・福祉や各部門で総合計画や分野別計画を担当する職員　
3日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

募集人数 50人 募集人数を大幅に超えた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承ください。
なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）　※外泊はできません。

経　　費 15,350円 左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食2回、昼食3回、夕食2回）、資料代等を含みます。
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。

申込期限 令和8年4月7日（火）まで
※申込後、4月当初の人事異動に伴う受講者の変更については、柔軟に対応します。

申込方法 JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申込みください。

受講決定 受講の可否については、開講日の約１か月前を目途に通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

事前課題 研修受講にあたって、事前課題に取り組んでいただく予定です。詳細は受講決定時にお知らせします。
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当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。

JIAMメールマガジンのお知らせ

令和８年

5月
20日（水）

11：00～
入寮受付・昼食
12：45～
開講・オリエンテーション
13：15～15：50
講義  自治体経営を支える計画行政の本質とこれから

京都大学公共政策大学院　教授　曽我 謙悟 氏
計画策定のあるべき姿や自治体行政が抱える課題、さらに地方分権改革の流れの中で進む計
画行政見直しの現状について、専門的な視点からお話しいただきます。
16：05～17：15
事例紹介①  LRTを基軸とした「ネットワーク型コンパクトシティ」を推進する総合計画

栃木県宇都宮市総合政策部政策審議室
総合計画に掲げる「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成に向け、国内外から注目を集めるLRT

（次世代型路面電車）を基軸としたまちづくりを具現化するための宇都宮市の計画行政システ
ムについてお話しいただきます。
17：45～

交流会 夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

令和８年

5月
21日（木）

9：25～10：35
事例紹介②  フューチャーデザインを導入した市民参加と計画策定の実践

岩手県矢巾町上下水道課長・岩手県立大学客員准教授　吉岡 律司 氏
将来世代の視点により政策や計画のあり方を熟議する「フューチャーデザイン」を初めて本格的
に導入した同町の市民参加と計画策定の実践から学びます。
10：50～12：00
事例紹介③  総合計画で描く持続可能なまち

～コンパクトシティで進化したまちがスマートシティで深化する～
富山県富山市企画管理部企画調整課

「公共交通を軸とした都市の再構築による拠点集中型のコンパクトなまちづくり」を中心政策に
据え、スマートシティ政策によって、さらに発展・深化を目指す富山市のまちづくりの事例、次期
総合計画の策定プロセスを学びます。
13：00～17：00
講義・演習  令和時代の計画行政の理論と実践
～将来推計のあり方、ミニ・パブリックス等の開かれた市民参加、コンパクトシティの先進事例から学ぶ～

武蔵野大学法学部政治学科　教授　一條 義治 氏
講師は東京都三鷹市で総合計画を12年間担当し、企画経営課長として人口減少時代の総合計
画のあり方を提起・実践してきた。そこで、講師の国内外のコンパクトシティに関する調査研究も
踏まえて、人口減少に適合したコンパクトなまちを創るための計画行政の理論と実践を学び
ます。

令和８年

5月
22日（金）

9：25～14：10
演習  グループ討議・発表・講評

武蔵野大学法学部政治学科　教授　一條 義治 氏
事前アンケートや参加自治体の現状と課題、前二日間の学びをもとに、これからの総合計画のモ
デルをグループで取りまとめて発表会を行います。他のグループからの質疑と講師の講評を踏
まえて、令和時代の計画行政のあり方を討議・共有します。
14：10～14：40

ふりかえり、研修アンケート記入、閉講


